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職員数 令和5年5月1日現在

＊（　 ）内は女性数を内数で示す。

寄附講座・産学官連携講座・寄附研究部門
区　分

部局等/講座・部門 設置数 大学教員 合計
教授 准教授 講師 助教

大学院医学系研究科
寄附講座 9講座 4（1） 2（0） 4（1） 10（2）

産学官連携講座 3講座 2（0） 1（0） 3（0）
医学部 寄附講座 10講座 7（0） 7（0） 14（0）
附属病院 寄附研究部門 4部門 4（1） 4（1）

合　　計 13（1） 0（0） 2（0） 16（2） 31（3）

＊理事のうち2名は非常勤職員。　＊監事のうち1名は非常勤職員。　＊休職者及び育児休業者を含まない。　＊附属学校教員には特別教員を含む。　＊（　 ）内は女性数を内数で示す。　

区　分
部局等 学長 理事 監事

大学教員
小計 附属学校

教員
その他
職員 小計 合計教授 准教授 講師 助教

学長・理事・監事 1 6（2） 2（1） 9（    3） 0 0（    0） 9（      3）
事務局等 0（    0） 175（  64） 175（  64） 175（    64）
高等教育デザイン・推進機構 3 4（  2） 2 9（    2） 2 2（    0） 11（      2）
学生総合支援機構 3（  1） 3（    1） 0 0（    0） 3（      1）
情報教育・研究機構 2（  1） 2 4（    1） 3（    1） 3（    1） 7（      2）
みえの未来図共創機構 1 3 3（  1） 7（    1） 0 0（    0） 7（      1）
研究基盤推進機構 1 4 3 8（    0） 4（    2） 4（    2） 12（      2）
地域拠点サテライト 0（    0） 0 0（    0） 0（      0）
リカレント教育センター 1 1（    0） 0 0（    0） 1（      0）
国際交流センター 1（  1） 1（  1） 1 3（    2） 0 0（    0） 3（      2）
国際環境教育研究センター 1 1（    0） 0 0（    0） 1（      0）
保健管理センター 2 1（  1） 3（    1） 2（    2） 2（    2） 5（      3）
人文学部 36（  7） 22（  7） 6（  2） 64（  16） 10（    5） 10（    5） 74（    21）
大学院教育学研究科 3（  1） 4（  1） 7（    2） 0 0（    0） 7（      2）
教育学部 42（  7） 19（  6） 4（  2） 65（  15） 8（    2） 8（    2） 73（    17）
　附属幼稚園 0（    0） 7（  6） 0 7（    6） 7（      6）
　附属小学校 0（    0） 26（  9） 6（    5） 32（  14） 32（    14）
　附属中学校 0（    0） 26（  8） 0 26（    8） 26（      8）
　附属特別支援学校 0（    0） 29（14） 0 29（  14） 29（    14）
大学院医学系研究科 46（10） 33（  8） 14（  2） 37（13） 130（  33） 5（    3） 5（    3） 135（    36）
医学部 1（  1） 1（  1） 10（  3） 12（    5） 0 0（    0） 12（      5）
　附属病院 10（  2） 22（  1） 45（  6） 139（38） 216（  47） 952（746） 952（746）1,168（  793）
大学院工学研究科 36 42（  2） 3 15（  1） 96（    3） 27（    8） 27（    8） 123（    11）
大学院生物資源学研究科 43（  2） 35（  5） 14（  2） 92（    9） 10（    4） 10（    4） 102（    13）
附属紀伊・黒潮生命地域
フィールドサイエンスセンター 0（    0） 20（    6） 20（    6） 20（      6）

　　附帯施設農場 2 1 3（    0） 0 0（    0） 3（      0）
　　附帯施設演習林 2 2（    0） 0 0（    0） 2（      0）
　　附帯施設水産実験所 1 1 2（    0） 0 0（    0） 2（      0）
　附属鯨類研究センター 1 1（  1） 2（    1） 0 0（    0） 2（      1）
　附属練習船勢水丸 1 1 2（    0） 13 13（    0） 15（      0）
大学院地域イノベーション学研究科 7（  1） 2（  1） 9（    2） 3（    1） 3（    1） 12（      3）

総　　計 1（0） 6（2） 2（1） 237（32） 199（36） 79（15） 226（58） 750（144） 88（37） 1,240（849） 1,328（886）2,078（1,030）

三重大学リサーチセンター

推進室

その他の施設

令和5年6月1日現在卓越型リサーチセンター
番号 センターの名称 代表者名

1 エネルギー材料統合研究センター 工学研究科 副理事
教　授 今西　誠之

2 半導体の結晶科学とデバイス創製センター 工学研究科 教　授 三宅　秀人

令和5年6月1日現在リサーチセンター
番号 センターの名称 代表者名
1 メディカルゼブラフィッシュ研究センター 医学系研究科 教　授 井上　貴博
2 腫瘍循環器学リサーチセンター 医学系研究科 教　授 今中　恭子
3 難病研究センター 医学系研究科 教　授 ガバザ・エステバン
4 バイオエンジニアリング国際教育研究センター 医学系研究科 教　授 島岡　　要
5 ゼブラフィッシュリサーチセンター 医学系研究科 講　師 島田　康人
6 線毛疾患研究センター 医学系研究科 教　授 西村　有平
7 マトリックスバイオロジー研究センター 医学系研究科 准教授 長谷川正裕

8 複合的がん免疫療法センター 医学系研究科 産学官連携講座
教　授 宮原　慶裕

9 炎症性皮膚疾患リサーチセンター 医学系研究科 教　授 山中　恵一
10 副腎疾患リサーチセンター 附属病院 教　授 岡本　隆二
11 先天性心疾患・川崎病センター 附属病院 准教授 三谷　義英
12 DX・AI研究センター 工学研究科 講　師 奥原　　俊
13 水素エネルギー・環境研究センター 工学研究科 教　授 金子　　聡
14 次世代ＩＣＴリサーチセンター 工学研究科 教　授 河内　亮周
15 ソフトマターの化学リサーチセンター 工学研究科 教　授 鳥飼　直也
16 物質・量子・計測データ科学リサーチセンター 工学研究科 教　授 中村　浩次
17 環境エネルギー工学研究センター 工学研究科 教　授 廣田　真史
18 海藻バイオリファイナリー研究センター 生物資源学研究科 准教授 柴田　敏行
19 スマートセルイノベーション研究センター 生物資源学研究科 教　授 田丸　　浩
20 樹木医学リサーチセンター 生物資源学研究科 教　授 中島　千晴

令和5年6月1日現在重点リサーチセンター
番号 センターの名称 代表者名
1 包摂的社会に向けたレジリエントな地域社会基盤の構築に関する研究センター 人文学部 教　授 深井　英喜
2 みえ地域課題解決カリキュラムリサーチセンター 教育学部 教　授 宮岡　邦任
3 マイクロバイオーム研究センター 医学系研究科 教　授 小林　　哲
4 次世代型VLPワクチン研究開発センター 医学系研究科 教　授 野阪　哲哉
5 人間共生ロボティクス・メカトロニクスリサーチセンター 工学研究科 教　授 池浦　良淳
6 Beyond-５G/６G無線通信応用技術研究センター 工学研究科 教　授 村田　博司
7 地域脱炭素バイオマス研究センター 生物資源学研究科 教　授 野中　　寛
8 次世代漁業生産リサーチセンター 生物資源学研究科 教　授 松田　浩一

9 カンナビス研究基盤創生リサーチセンター 地域イノベーション
学研究科 教　授 諏訪部圭太

名　　称 設置目的及び研究部門等
博学連携推進室 博物館等との組織的な協力及び連携事業を推進することにより、地域における教育・研究のネットワークを発展させます。

ダイバーシティ・インクルージョ
ン推進室

令和4年12月に「三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進宣言」を行い、併せて同推進計画及びアクションプ
ランを策定・公表しました。これらにより、差別のない教育、研究、就労の環境を整備し、良好なワーク・ライフ・バ
ランスを実現し、大学の意思決定において多様な構成員の意見が反映できる体制が整いました。本推進室は、学内外の
機関とも連携・協力し、各種事業の実施でダイバーシティ＆インクルージョン推進に貢献します。

名　　称 設置目的及び研究部門等

環境・情報科学館
（Mie Environmental & 
Informational Platform : MEIPL）

情報ライブラリーセンターと一体化したアカデミックコモンズ※の一角であり、「世界に誇れる環境先進大学」を目指す本
学が行う、低炭素社会の構築・形成過程を発信する中心施設です。1階は環境教育や研究・地域コミュニティとの交流スペー
ス、2階は全面がラーニングコモンズ、3階は、廊下側の壁がないオープン・スクール形式の教室（PBL演習室）として機能し
ています。
※アカデミックコモンズ…ヒトやモノを含むさまざまな情報資源と交流・協働することによって、知を生み出したり、その知を共有したりする場。

数理・データサイエンス館
（CeMDS）

必携ノートパソコンなどのICT（情報通信技術）機器の利活用・教育学習支援による数理・データサイエンス（DS）人
材育成を行い、データサイエンス教育・人材育成による地域社会の情報技術発展への貢献を目的とします。

 職員数




